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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年５月１日 至 平成27年10月31日）におけるわが国経済は、企業収益の

回復や雇用環境の改善により緩やかな回復基調で推移したものの、アジア新興国の景気の下振れの影響が懸念され

るなど、先行きは不透明な状況になっております。

このような状況の下、当社グループは、コスト削減のための様々な取り組みを通して足元の体質強化に努めなが

ら、海外展開やブランドイメージの向上にも積極的に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は8,363百万円（前年同四半期比31.3％増）、経常利益は585

百万円（前年同四半期比1,786.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は344百万円（前年同四半期比1,850.0

％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 通販部門

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向けの販売、インタ

ーネット専売業者向けの販売を行っております。

ショッピング専門チャンネル向け、地上波通販会社向け、カタログ通販会社向けのいずれも堅調な売上となりま

したが、前年同四半期には及ばず、売上高は2,452百万円（前年同四半期比13.7％減）、セグメント利益は795百万円

（前年同四半期比18.4％減）となりました。

② 店販部門

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。

当第２四半期連結累計期間では、大手家電量販店向け卸売事業において大型の新規導入を獲得したことや、イン

バウンド需要が好調だったことなどから、売上高は2,113百万円（前年同四半期比38.3％増）、セグメント利益は652

百万円（前年同四半期比75.3％増）となりました。

③ 直販部門

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っております。

当第２四半期連結累計期間では、インフォマーシャルや各種媒体広告について、売上に対する効率を重視しつつ、

一定の金額を投下する方針を継続した結果、売上高は3,578百万円（前年同四半期比101.2％増）、セグメント利益は

905百万円（前年同四半期比7,906.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ1,232百万円増加し、11,528百万円となり

ました。現金及び預金の増加2,014百万円、受取手形及び売掛金の減少707百万円、商品及び製品の減少202百万円が

主な要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ995百万円増加し、4,553百万円となりました。１年以内返済予定の長期借入金

の増加149百万円、未払金の増加139百万円、長期借入金の増加644百万円が主な要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ236百万円増加し、6,974百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期

純利益の計上344百万円及び剰余金の配当105百万円による利益剰余金の増加239百万円が主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第３四半期以降につきましては、引き続きコスト削減、ブランドイメージの向上、海外展開などの課題に取り組

んでいくとともに、社内体制の整備にも注力していく予定です。

なお、平成27年４月期決算発表時（平成27年６月12日）に公表した業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

YA-MAN U.S.A Ltd. に対し、当第２四半期連結累計期間において出資したことにより、新たに連結子会社に含め

ております。

この結果、当社グループは、当社及び連結子会社２社の計３社で構成されることとなりました。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の

変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表の組み替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,740,339 5,754,499

受取手形及び売掛金 2,139,938 1,432,227

有価証券 50,157 50,171

商品及び製品 2,447,462 2,244,850

仕掛品 88,203 99,397

原材料及び貯蔵品 235,779 241,967

その他 727,551 830,392

貸倒引当金 △3,899 △5,177

流動資産合計 9,425,534 10,648,329

固定資産

有形固定資産 500,686 526,236

無形固定資産 212,017 190,277

投資その他の資産 157,539 163,513

固定資産合計 870,243 880,027

資産合計 10,295,777 11,528,356

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,185,712 1,274,351

1年内返済予定の長期借入金 344,140 493,234

未払金 769,844 909,716

未払法人税等 205,446 257,709

賞与引当金 23,950 27,125

返品調整引当金 128,293 96,126

その他 197,235 153,365

流動負債合計 2,854,622 3,211,629

固定負債

長期借入金 690,742 1,335,662

その他 12,389 6,235

固定負債合計 703,131 1,341,897

負債合計 3,557,754 4,553,526

純資産の部

株主資本

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,603,021 3,842,881

自己株式 △140 △140

株主資本合計 6,730,472 6,970,333

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,550 5,209

為替換算調整勘定 － △713

その他の包括利益累計額合計 7,550 4,496

純資産合計 6,738,023 6,974,829

負債純資産合計 10,295,777 11,528,356
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

売上高 6,372,491 8,363,940

売上原価 2,864,504 3,437,262

売上総利益 3,507,987 4,926,677

返品調整引当金戻入額 126,129 128,293

返品調整引当金繰入額 95,848 96,126

差引売上総利益 3,538,268 4,958,844

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,424,839 2,043,008

貸倒引当金繰入額 1,495 1,278

給料及び手当 297,281 304,991

賞与引当金繰入額 23,950 27,125

減価償却費 49,243 42,964

研究開発費 45,780 56,099

その他 1,608,236 1,865,169

販売費及び一般管理費合計 3,450,825 4,340,636

営業利益 87,442 618,208

営業外収益

受取利息 333 426

受取配当金 129 302

その他 5,488 5,694

営業外収益合計 5,952 6,423

営業外費用

支払利息 10,706 8,612

支払保証料 660 661

為替差損 44,938 20,616

その他 6,075 9,638

営業外費用合計 62,380 39,529

経常利益 31,014 585,102

特別損失

固定資産除却損 569 5,274

特別損失合計 569 5,274

税金等調整前四半期純利益 30,444 579,827

法人税等 12,757 234,942

四半期純利益 17,686 344,885

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,686 344,885
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

四半期純利益 17,686 344,885

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,287 △2,340

為替換算調整勘定 － △713

その他の包括利益合計 1,287 △3,053

四半期包括利益 18,974 341,831

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,974 341,831

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 30,444 579,827

減価償却費 80,185 68,328

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,495 1,278

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,550 3,175

返品調整引当金の増減額（△は減少） △30,281 △32,167

受取利息及び受取配当金 △463 △728

支払利息 10,706 8,612

為替差損益（△は益） △2,518 △586

固定資産除却損 569 5,274

売上債権の増減額（△は増加） 487,505 746,437

たな卸資産の増減額（△は増加） 235,698 185,173

仕入債務の増減額（△は減少） 3,629 74,782

未払金の増減額（△は減少） 114,255 144,444

その他 △30,459 △186,306

小計 894,217 1,597,544

利息及び配当金の受取額 384 503

利息の支払額 △10,701 △9,443

法人税等の支払額 △173,492 △193,292

法人税等の還付額 － 15,659

営業活動によるキャッシュ・フロー 710,407 1,410,972

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40,865 △52,594

無形固定資産の取得による支出 △15,041 △25,867

定期預金の預入による支出 △386,837 △386,853

定期預金の払戻による収入 386,820 386,837

その他 50 293

投資活動によるキャッシュ・フロー △55,874 △78,186

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △230,679 △205,985

リース債務の返済による支出 △10,885 △8,044

配当金の支払額 △105,165 △105,037

財務活動によるキャッシュ・フロー △346,730 680,932

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,518 438

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 310,320 2,014,157

現金及び現金同等物の期首残高 2,859,298 3,145,565

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,169,618 5,159,723
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年５月１日 至 平成26年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への
売上高

2,842,253 1,528,612 1,778,888 6,149,754 222,737 6,372,491 － 6,372,491

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － 101,065 101,065 △101,065 －

計 2,842,253 1,528,612 1,778,888 6,149,754 323,802 6,473,556 △101,065 6,372,491

セグメント利益 974,752 372,003 11,305 1,358,061 85,776 1,443,838 △1,356,395 87,442

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,356,395千円には、セグメント間取引消去18,600千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,374,995千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年５月１日 至 平成27年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への
売上高

2,452,482 2,113,761 3,578,500 8,144,744 219,196 8,363,940 － 8,363,940

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － 31,135 31,135 △31,135 －

計 2,452,482 2,113,761 3,578,500 8,144,744 250,331 8,395,076 △31,135 8,363,940

セグメント利益又
は損失（△）

795,728 652,209 905,206 2,353,145 △7,729 2,345,415 △1,727,207 618,208

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,727,207千円には、セグメント間取引消去15,600千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△1,742,807千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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